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子どもと家族の看護演習 Practicum : Child And Family Health Nursing

担当教員 西村 真実子、金谷 雅代

実務経験

開講年次 1年次前期 単位数 2 授業形態 演習

必修・選択 選択 時間数 30

Keywords

学習目的・目標 学習目的： 子どもと家族に関する援助方法や援助プログラム、実践に役に立つアセスメントの視点や考え方について
扱った国内外の研究論文、事例報告等を精読し、近年の子どもと家族にまつわる健康課題および援助のあり方を考察
するとともに、援助を工夫し改善していくことや新たな援助を開発していくプロセスについて学ぶ。 学習目標： １
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授業計画・内容

回 内容 授業方法 担当

1 看護研究のための文献検索、文献概観とは 講義・討議 金谷

2 研究デザイン・変数 講義・討議 西村

3 研究論文の解説：相関関係検証型デザインの研究 講義・討議 西村

4 相関関係検証型デザインの論文のプレゼンテーション＊ プレゼン・討議・
講義

西村

5 研究論文の解説：因果関係検証型デザインの研究 討議・講義 西村

6 因果関係検証型デザインの論文のプレゼンテーション＊ プレゼン・討議・
講義

西村

7 測定用具の信頼性・妥当性 講義・討議 西村

8 研究論文解説：記述型デザインの研究(事例研究等) 講義・討議 西村

9 新たな援助や援助プログラムを工夫し開発していくプロセス 講義・討議 西村

10  〃 講義・討議 西村

11〜15 子どもと家族への援助やアセスメントに関する文献紹介＊＊
【テーマ例】
・子どもの病気・死の認識
・子どものストレス・コーピング、防衛機制
・プリパレーション、入院生活への適応を促すケア子どもへの健康教育、子どものセル

プレゼン・討議・
講義

金谷・
西村



フケア
・子どもの痛みの管理と看護ケア
・小児期を慢性疾患とともに生きる
・子どもと家族へのターミナルケア
・悲嘆と喪失およびグリーフケア
・障害児の福祉・教育、ノーマライゼーション
・発達障害、ソーシャルスキルトレーニング
・子どもの在宅ケア
・子育て支援(親への心理教育的支援、家事･育児の実質的サポートシステム等)、子ど
もの虐待
・DV等の家庭内暴力
・不登校など

教科書

参考図書等 参考図書 1．山崎茂明他：看護研究のための文献検索ガイド第４版、日本看護協会出版会、2005
2．古谷野宣他：実証研究の手引き 調査と実験の進め方・まとめ方、（株）ワールドプランニング、2000 など

評価指標 1．出席状況・授業への参加状況 50％ 2．プレゼンテーションおよびその資料 50％

関連科目

教員から学生への
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